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ガウスが複素数について示した命題に対して, 合同式に対しても類似の結果が成り立つ

だろうと考えたスタークは次を予想した.

予想 1. pを素数, aを整数とし, (a, p) = 1とする. ordp(a) = kとおくとき,
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≡


k (mod p) (k ≡ 1 (mod 4)のとき),

0 (mod p) (k ≡ 2 (mod 4)のとき),

−k (mod p) (k ≡ 3 (mod 4)のとき),

2ka
k
4 (mod p) (k ≡ 0 (mod 4)のとき)

が成り立つ.

本論文は, 予想 1をできる限り証明することを目標としている.そして, 次の場合を示

した.

定理 5. pを素数, aを整数とし, (a, p) = 1とする. ordp(a) = kとおくとき, k ≡ 2 (mod 4)

ならば, (
k−1∑
j=0

aj
2

)2

≡ 0 (mod p)

が成り立つ.

定理 6. pを素数, aを整数とし, (a, p) = 1とする. また, ordp(a) = kとおく. n ≥ 2をみ

たす整数 nに対し, k = 22n−1ならば,(
k−1∑
j=0

aj
2

)2
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k (mod p)

が成り立つ.

これらの定理は,多項式の因数分解などを用い,べき乗の和を工夫して計算している. ま

た aのmod pの位数が kであることを証明の鍵としている.

予想 1について, kが偶数の場合は k ≡ 0 (mod 4)かつ 2の奇数べきでない場合を証明

することが残された課題である. kが奇数の場合は, kが奇素数という特別な場合の式変

形についての予想の証明が課題である. また, kが素数でない場合については, さらなる

計算を行い特徴を見出していきたい.
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